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多様な主体による連携と協働 
（協議体） 

[ 学区社協 ]  

・[学び合う] 地域の実態や住民ニーズを把握し、共有し、 
学び合う 

 
・[ふれあう] 高齢者、子ども、障害がある人等、地域のなか 
で誰もが自分の居場所や役割を実感できる場づくり 

 
・[支え合う] 活動を通じ、困りごとを抱える人に気づき、 
支援につなげる 

[ 市社協 ] 地域共生社会の実現に向けた基盤づくりを進めます 

・学区社協や区社協の活動を支援し、住民主体の地域福祉 
活動を推進 

 
・高い専門性を活かした、あらゆる人の権利擁護と相談支援 
 
・施設の地域福祉機能の発揮と安定的な運営 
 
・社会福祉法人の地域における公益的な取組の促進 
 
・京都市災害ボランティアセンター（常設）の運営 

[ 区社協 ]  

・学区社協の話し合いの場や活動の場面に職員が積極的に 
出向いて、住民主体の地域福祉活動を支援 

 
・区域の関係機関・団体との連携・協働の要として多様な 
主体による多様な取組を牽引 

 
・先駆性と開拓性を発揮した、住民の参画による生活支援 
サービスの開発や担い手の養成 

 
・生活困窮や孤立状態にある人への支援を通じて、地域の理 
解と連携を促進 

 
・区災害ボランティアセンターの設置・運営による災害へ 
 の備えと対応 
 

一人ひとりがその人らしく輝く 
（権利擁護） 

生きづらさ（困窮・障害・複合問題等）に

気づき、寄り添い、つながる 

多様な人や組織が参画して、それぞれ

の持てる力を発揮し、地域福祉を推進

する 

今日の課題 － 地域コミュニティへの関心の希薄化、生活困窮、多発する災害 － 

[基本目標] 

共に生きる福祉のまち「京都」の実現 

災害に強い福祉の 
コミュニティづくり 
（要配慮者支援） 

仕組みづくりと日頃からの活動が、災

害時の助け合いに活かされる 

福祉調査 学習会 懇談会 等 

推進項目 
①住民の支え合い活動の促進 
②多様な活動団体が連携し、住民とともに協働の取組を推進する仕組みづくり 
③困難な課題を受け止め、円滑に支援につなぐ行政機関等の体制充実 

京（みやこ）・地域福祉推進指針（京都市地域福祉計画）との連動 
 

住
民
参
加
に
よ
る
課
題
発
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地域あんしん支援員事業 
日常生活自立支援事業 
生活福祉資金貸付事業 
チャレンジ就労体験事業 

地域支え合い活動創出事業 
区ボランティアセンター事業 

 

区地域福祉推進委員会の充実・強化 

学区社協支援の強化 

居場所・会食会 交流イベント 

健康すこやか学級 広報誌 等 

見守り活動（訪問・配食・相談活動） 

寝具クリーニング 等 

 

成年後見支援センターの充実・強化 

人材確保と養成の強化 

調査・研究、政策提言機能の発揮 等 

介護保険事業所 小規模多機能施設 
老人福祉センター 
児童館 等 

区
地
域
福
祉
活
動
計
画 

推
進
計
画 

具体化に向けた 

取組の推進 

課
題
解
決
に
向
け
た
専
門
性
の
発
揮 

民
生
委
員
等 

地
域
団
体 

学
区
重
点
目
標 

京都市の社協の強み － 社協の総合力とネットワークを発揮 － 

高
齢
サ
ポ
ー
ト
等 

各
種
機
関 

障
害
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各
種
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市
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業
・
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協
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ィ
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政
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関 

専
門
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関 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進 

私たちが目指す地域共生社会の視点 

住民自身が主人公として地域を創る 
（住民主体） 

地域生活課題を発見し、学び、話し合い、つながり、地域の創り手になる 

－３－ 
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